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問題提起・テーマの背景

・福祉用具導入の現状と課題

①介護は人の手でするもの？
②使い方が難しい・操作を覚えるのが大変
③移乗に時間がかかる
④高額

・「定着」の重要性

①入居者・介護者双方の負担軽減
②自立支援
③コストパフォーマンス

・本日の発表の目的と焦点

「なぜ定着しないのか？」その解決策としての「個別ケア」



1.福祉用具が定着しない原因の分析

１）定着を阻む要因

①介護者側の要因・・・使い慣れていない（変化への抵抗）
負担感が強い

②入居者側の要因・・・怖さがある
慣れていない
本人に合っていない

③福祉用具自体の要因・・・使いにくい
環境に合っていない



２）画一的な福祉用具の選定の限界

・「誰にでも使える」
・カタログでスペックだけで選ぶ
・疾患名だけで選ぶ
・とりあえず導入する

しかし・・・現実は、

「誰にでも合う」福祉用具は存在しない



2.個別ケアが定着のポイントとなる理由

１）個別ケアとは

入居者の「望む暮らし」を深く理解した上でケアする
単なる「できる・できない」という評価ではない

ポイントは・・・

入居者の価値観・生活習慣・住環境など

に対して、

介護者の状況（力量・知識量・経験量など）はどうか？



２）個別ケアに基づく福祉用具選定のステップ

①「望む暮らし」を把握する

・本人の希望（時間の意向も含む）
・日中の過ごし方（場所も含む） など

⇒意向に沿ったケアを行うにはどのようにすればいいのか？

選択肢の１つとして、福祉用具がある

自分たちの施設にある福祉用具の理解を
深めることが重要



福祉用具の自主勉強会

・職員が使えないと、使える場面での選択肢に
あがってこない！！



②チャレンジ（実践する）
・本人の意向に合わせた福祉用具を選定

例えば・・・畳で過ごしたい入居者が「トイレに行きたい」と
希望を仰った時、職員1人では畳から車イスに座っていただく
サポートが難しい！！

⇒自分でできること・サポートが必要なことは何か？

⇒こういう時、リフトがあれば・・・使いこなせれば・・・
どういうリフトがいいのか？

入居者の望む暮らしに必要なサポートの場面から
導入を検討していく



低床のソファーからどうやって車イスに？

どんな福祉用具があればいいのか？

本人の暮らし・身体機能に合わせて
福祉用具を選ぶ

入居者の意向
【リビングでテレビを観て過ごしたい】

・今までの暮らしを続ける
・転倒のリスク
・本人の過ごしやすさ
⇒低床のソファーで過ごされている



③定着に向けての指導
・チャレンジ（実践）から評価へ

リフトの使用は適しているのか？（多職種で評価）
使い方は正しいのか？
チーム全員が使えるのか？

⇒チームで承認を得て、その人の個別ケアとして落とし込む
（高秀苑においては２４シート）



２４Hシート 記載時 【移乗⑥-1 車イス→ベッド】床走行リフト

①車イスに座った状態でシートを装着します。

※シートの装着の仕方
前かがみになって頂き、シートの中央を合わせて
下側は尾てい骨に合わせます。
反対側もしわを伸ばして広げて
足側のシートを左右それぞれ大腿骨の下を通し
両足の間から引き出します。

ユニットリーダーで構成された
マニュアル委員会で
福祉用具の使い方の
マニュアルを作成

（主体的に取り組んでもらうため）



②リフトを入居者の前に持ってきて、ハンガーを
入居者の胸の前あたりまで下げます。

③頭側のフック→足側のフックの順でハンガーをかけます。
足側のフックの紐はクロスしてハンガーにかけます。

④リモコンでシートが少し張るところまで上げて、
シートのしわを伸ばします。

⑤入居者の臀部がベッドより少し高くなるように
シートを上げます。（15ｃｍ程度）

※スリングシートがしっかり身体を支えているか、
痛みがないかを目視と口頭で確認し調整します。



⑥入居者のかかとがベッドに当たらないように
少し手を添えて浮かせながら、シートが
ベッドの中央辺りにくるまで、リフトを移動
します。

⑦ベッドにゆっくりと入居者をおろし、
シートを抜きます。
※シートを抜くときはベッドをフラットにしておく
ベッドにおりてもらう時はギャッチアップした状態





3.まとめ

福祉用具の定着は、単なる福祉用具の問題ではない。

福祉用具と入居者とつなぐもの・・・個別ケア

最終的には、福祉用具の種類が充実し、アセスメントをしっかり行い
個別ケアが徹底できれば、入居者全員に福祉用具を使うことは可能。

しかし、導入の時点でつまづくのであれば、まず、「どの入居者に」
「どのような暮らしの場面で」必要なのかを考えてみることが重要。



福祉用具導入における変化

①入居者
・望む暮らしが継続できる

②職員
・力量の違いがあっても、同じケアを提供できる
⇒職員の力量によってサポート方法は違っても、
同じケアを提供できる

・2人でしなければできなかったことが、1人でできる
⇒身体的負担の軽減・1人が別の業務にあたることができる

・安全にサポートすることができる
⇒精神的負担の軽減、選んでもらえる職場になる
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